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こ
の
た
び
は
、
ワ
ン
ケ
ー
ブ
ル
カ
メ
ラ
駆
動
ユ
ニ
ッ
ト
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

施
工
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
の
上
、
正
し
く
お
取
扱
い
く
だ
さ
い
。

警
告

工
事
は
販
売
店
に
依
頼
す
る

工
事
に
は
技
術
と
経
験
が
必
要
で
す
。
火
災
、
感
電
、
け
が
、
器
物
破
損
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

必
ず
販
売
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

内
部
に
水
や
異
物
を
入
れ
な
い

水
や
異
物
が
入
る
と
火
災
、
感
電
、
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
万
一
、
水
や
異
物
が
入
っ

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
電
源
を
切
り
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

分
解
や
改
造
を
し
な
い

火
災
や
感
電
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

内
部
の
点
検
は
、
販
売
店
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

異
常
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
る

煙
が
出
て
い
る
、
変
な
に
お
い
が
す
る
、
落
と
し
た
り
ケ
ー
ス
を
破
損
し
た
、
接
続
ケ
ー

ブ
ル
が
傷
ん
だ
、
画
面
が
映
ら
な
い
な
ど
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
、
販
売
店
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

振
動
の
な
い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る

取
付
ね
じ
や
ボ
ル
ト
が
ゆ
る
み
、
落
下
な
ど
の
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

強
制

禁
止

強
制

接
触
禁
止

電
源
プ
ラ
グ
を

抜
け

施
工
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
の
上
、
正
し
く
お
取
扱
い
く
だ
さ
い
。

警
告

こ
の
表
示
の
注
意
事
項
を
守
ら
な
い
と
、
火
災
、
感
電
な
ど
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は

重
傷
な
ど
を
負
う
危
険
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
で
す
。

注
意

誤
っ
た
取
り
扱
い
を
す
る
と
、
人
が
損
害
を
追
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
お
よ

び
、
物
的
損
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

■
絵
表
示
の
例

必
ず
実
行
し
て
い
た
だ
く
「
強
制
」
内
容
で
す
。

分
解
禁
止

接
触
禁
止

禁
止

強
制

し
て
は
い
け
な
い
「
禁
止
」
内
容
で
す
。
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上
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上
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意
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意

注
意

注
意

安
全
上

安
全
上

安
全
上

安
全
上
の
ご

の
ご

の
ご

の
ご
注
意

注
意

注
意

注
意

ご
使
用
の
前
に
こ
の
欄
を
必
ず
お
読
み
に
な
り
、
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

こ
の
欄
の
注
意
事
項
は
、
ご
使
用
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
や
財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
、
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
。

電
源
プ
ラ
グ
を

抜
け

注
意

配
線
は
電
源
を
切
っ
て
か
ら
行
う

感
電
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ト
や
誤
配
線
に
よ
り
火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ぶ
ら
下
が
ら
な
い
、
足
場
代
わ
り
に
し
な
い

落
ち
た
り
し
て
け
が
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

定
期
的
な
点
検
を
す
る

取
付
部
の
劣
化
な
ど
に
よ
り
、
落
下
な
ど
の
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

定
期
点
検
は
、
販
売
店
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

強
制

強
制

禁
止

設
置
場
所
の
強
度
を
確
認
す
る

取
付
金
具
を
含
む
質
量
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
強
度
の
あ
る
と
こ
ろ
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

十
分
な
強
度
が
な
い
と
、
落
下
な
ど
の
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

塩
害
や
腐
食
性
ガ
ス
の
発
生
す
る
と
こ
ろ
に
設
置
し
な
い

取
付
部
が
腐
食
し
て
、
落
下
な
ど
の
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

強
制

強
制



同
軸
ケ
ー
ブ
ル
１
本
に
カ
メ
ラ
用
電
源
の
供
給
と
、
ビ
デ
オ
出
力
を
重
畳
す
る
事
に
よ
り
配
線
工
事
が
手
軽
に

行
え
ま
す
。

特
徴 ①
電
源
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
ス
イ
ッ
チ

こ
の
ス
イ
ッ
チ
は
カ
メ
ラ
駆
動
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
切
替
え
に
使
用
し
ま
す
。
電
源
を
Ｏ
Ｎ
に
す
る
と

Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
点
灯
し
駆
動
ユ
ニ
ッ
ト
が
起
動
し
ま
す
。
電
源
を
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
す
る
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
消
灯
し
ま
す
。

②
カ
メ
ラ
入
力
端
子

こ
の
端
子
は
カ
メ
ラ
を
接
続
す
る
と
、
Ｄ
Ｃ
電
源
の
供
給
と
カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像
信
号
の
入
力
を
行
い
ま
す
。

注
：
カ
メ
ラ
入
力
端
子
か
ら
は
カ
メ
ラ
用
電
源
が
出
力
さ
れ
ま
す
の
で
、
対
応
カ
メ
ラ
以
外
は
接
続
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
（
接
続
し
た
機
器
を
破
損
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
）
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F
A
X
：
0
7
5
-
5
9
2
-4
27
5

型
式

カ
メ
ラ
入
力

映
像
出
力

電
源
電
圧

消
費
電
力

動
作
温
度

保
管
温
度

外
形
寸
法
(㎜
)

重
量

Ｓ
Ｐ
Ｕ
－
1

Ｂ
Ｎ
Ｃ
×
1

Ｂ
Ｎ
Ｃ
×
1

Ａ
Ｃ
1
0
0
Ｖ
5
0
／
6
0
Ｈ
ｚ

6
.5
Ｗ

0
℃
～
＋
4
0
℃

－
2
0
℃
～
＋
6
0
℃

1
Ｋ
ｇ

Ｄ
1
2
1
.5
×
Ｗ
1
5
8
×
Ｈ
4
5

⑤
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド

Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

③
映
像
出
力
端
子

カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像
信
号
を
他
の
機
器
に
出
力
し
ま
す
。

④
ヒ
ュ
ー
ズ
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